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第2回 弘大卒業生の集い

弘前大学の近況
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キ ャ ン パ ス の 様 子
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令和2年度 学位記授与式

令和3年度 入学式



オープンキャンパス

令和元年 ねぷた祭り

令和３年 総合文化祭



附属図書館

5プレゼンテーション・スタジオ リフレッシュ・スペース 新設された教育学部側の出入口

附属図書館雑誌棟が、2021年5月にリニューアル

閲覧室弘前大学附属図書館外観 リーディング・ルーム
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大学院の新設（令和2年4月～）

大学院地域共創科学研究科
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学科の新設（令和2年4月～）

医学部心理支援科学科
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４８校目
中南林業科技大学（中国）

令和元年6月5日付けで締結。
中国・長沙市に位置する国立
総合大学で、本学大学院への
進学者の増加や、本学からの
派遣学生に対するサポートな
ど、様々な専攻分野での交流
が見込まれます。

４９校目
アイルランド環境保護庁

令和元年6月13日付けで
締結。高度な放射能分析
技術を持っており、被ば
く医療の分野での学生教
育や、職員の交流、国際
共同研究プロジェクトの
立ち上げなどが期待され
ます。

新たな大学間交流協定校
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５０校目
東北大学（中国）

５１校目
アレクサンドル・
ヨアン・クザ大学
（ルーマニア）

令和元年12月1日付けで締
結。東北大学は国家重点大
学に指定された中国トップ
レベルの大学。23学部、
19研究科、100研究所を有
し、学部学生数46,100人、
大学院生数16,152人、教
員数2,688人が在籍してお
り、本学大学院への進学者
の増加が見込まれます。

令和2年3月9日付けで締結。
ルーマニア第2の都市ヤシ
に位置するルーマニア公国
が建学した国内で最初の大
規模総合公立大学。多様な
国々からの学生が在籍する
他，研究者交流も極めて盛
んであり，東欧・バルカン
地域における主要大学の一
つ。本学への交換留学増加
が見込まれます。

５２校目
広東工業大学（中国）

令和2年5月27日付けで締結。
広東省の重点大学に指定さ
れており，エンジニアリン
グ研究開発センターや校弁
企業を設立。今後は，学術
交流や、多数の本学学生が
広東工業大学へ留学するこ
とも期待されます。

https://www.hirosaki-u.ac.jp/wordpress2014/wp-content/uploads/2019/07/topics22-1.jpg
https://www.hirosaki-u.ac.jp/wordpress2014/wp-content/uploads/2019/07/topics23-4.jpg


弘前大学人文社会科学部北日本考古学研究センター
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令和３年７月27日「縄文遺跡群」世界文化遺産登録決定！

本学では前身の旧制弘前高等学校時代に亀ヶ岡石器時代遺
跡（つがる市）の発掘調査を実施するなど、長い考古学研
究の歴史を持ち、1988（昭和33）年に故・村越潔名誉教
授が教育学部に着任、大学としての考古学研究が始まりま
した。2005（平成17）年には亀ヶ岡文化研究センター
（現：北日本考古学研究センター）を設立し、2009（平
成21）年には故・三内丸山遺跡や亀ヶ岡遺跡の調査を地元
で主導した成田彦栄氏の収集品の寄贈を受けて特別展示室
を設置。現在、センターではその意思を引き継ぎつつ、地
域の貴重な埋蔵文化財の価値を明らかにするとともに、適
切に保護し、将来に伝えていく役割を担っています。セン
ターを中心に、文理融合型の学際研究プロジェクトや、学
外からの受託・共同研究にも積極的に取り組んできました。
センター長の上條信彦教授は本登録をきっかけに縄文時代
全体の理解と研究発展につながっていけば、と今後の展望
を語りました。



研 究 成 果
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日本学士院賞受賞
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佐野輝男名誉教授が「ウイロイドに関する研究」で第110回日本学士院賞に受賞され
ました。
本賞は特にすぐれた論文、著書その他の研究業績に対して授与される最も権威ある学
術賞です。
また、令和3年11月26日に弘前大学創立50周年記念会館みちのくホールにおいて、
日本学士院賞受賞記念講演が行われました。



革新的イノベーション
創出プログラム

（COI STREAM）

弘前大学COI
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弘前大学COIの取り組み①

高齢化に加え、死亡率が高い青
森県において、過去17年にわ
たって培った弘前市（岩木地
区）におけるコホート研究（岩
木健康増進プロジェクト、延べ
約20,000名、健康情報2,000
項目）のデータをもとに、画期
的な疾患予兆発見と予防法の開
発を行い、健康寿命とQOLの向
上を目指す事業。これまで４０
社以上の企業が参画し、研究成
果の社会実装に向け事業を推進
しています。
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弘前大学COIの取り組み②
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弘前大学COIの取り組み③

16



研究成果(人文社会学部・教育学部）
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新型コロナウイルス感染症が青森県経済に与える
影響を推計

人文社会科学部 桑波田浩之講師は、令和2
年5月27日にこれまで公表されているデータ
（産業連関表）を用いて、影響の推計を行い
ました。今後、この期間の経済統計の公表に
あわせて、より広範な部門を対象にして、再
推計を行います。

りんごやさくらの剪定枝を原料とした和紙

技術教育講座を担当する、 廣瀬孝准教授らが「ひろ
さき産学官連携フォーラム※１」内に設置した「りん
ご／さくら和紙研究会」は令和３年３月弘前公園の
さくらの剪定枝を原料とした手漉き和紙の試作を行
うとともに、りんご剪定枝を原料とした手漉き和紙
を使った金魚ねぷたやりんご燈籠の試作品を完成さ
せた。12月には機械による量産化試作をすることが
でき、りんごジュース用のラベルや貼箱等を検討し
ている。
※１ 弘前市役所商工振興部産業育成課と弘前大学研究・イノベー
ション推進機構が共同で事務局を運営



研究成果(医学研究科）
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あおもり藍のヒトコロナウイルス阻害効果
2021.03.12

医学研究科 中根明夫特任教授らにより 「あおもり藍」
が、新型コロナウイルスと同じグループであるベータ
コロナウイルス属のヒトコロナウイルスに対して増殖
阻害効果を示す結果が得られました。
本研究の成果により「あおもり藍」のより高い有用

性が示されましたので、医療・健康分野においてさら
に応用が促進されることが期待されます。

５歳における自閉スペクトラム症の有病率は推定
３%以上であることを解明 2020.05.28

医学研究科 斉藤まなぶ准教授、子どものこころの発達
研究センター 中村和彦教授ら研究グループは、2013年
から地域の全5歳児に対する5歳児発達健診を毎年実施
し、疫学調査を行いました。その結果、5歳における国
内ASDの調整有病率は3.22%であることを解明しまし
た。



研究成果(保健学研究科）
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サケプロテオグリカン特許｢プロテオグリカンを含
有する魚類軟骨水抽出物を含む経口組成物
(6629024号)｣の取得 2020.01.24

保健学研究科 野坂大喜講師らとサンスターグループは
サケプロテオグリカンの機能性食品としての応用化を
はかるため、脂質異常予防に関する研究を実施し、特
許を取得しました。

「更年期症状の軽減効果を有するカシス抽出物の有効成分 および飲
食物，化粧品，並びにその使用方法」 （特願2019-93226）の
出願 2019.06.11

カシスの有効成分について生活習慣病の改善ならびに女性更年
期障害の軽減や美容に関する効果の研究を行っています。この
度，研究成果のひとつとして堀江香代（保健学研究科助教）と
七島 直樹（保健学研究科 准教授）が特許を出願しました。
カシスの新規保健機能を見出し，付加価値を与えることは青森
県産カシスの認知度を高め，さらにカシス産業の発展に繋がる
ことが期待されます。



研究成果（理工学研究科・農学生命科学部）

薄型触覚センサを利用した採血針の穿刺支援システムの開発

理工学研究科の笹川教授と藤﨑准教授のグループは、
採血時の針刺し支援装置として、針穿刺時の手応え感
を計測し、血管貫通を判定するシステムを開発しまし
た。これにより若手看護師など医療従事者の支援や教
育のために活用が期待されます。
本研究に関する最新の成果は同研究室所属の大学院生
瀬田雄元らがまとめ、日本臨床バイオメカニクス学会
が発刊する臨床バイオメカニクス誌Vol.42に掲載され、
優秀論文賞を受賞（令和３年11 月 5 日受賞）しまし
た。

レーザー及びデータサイエンスを駆使したリンゴ
内健康機能性成分「プロシアニジン」の簡便な計
測技術開発 2021.08.19

理工学部花田 修賢教授、農学生命科学部 前多隼人准
教授らと理化学研究所の共同研究グループは、リンゴ
に特徴的に含まれる健康機能性成分である「プロシア
ニジン」を非破壊かつ簡便、スピーディーに測定する
技術を開発しました。
本成果を活用することで機能性成分を多く含むリンゴ
を選別することができ、品質の高いリンゴの生産や出
荷に役立てることが期待されます。



地域戦略研究所-食料科学部門 事業
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地域戦略研究所と新深浦町漁業協同組合の漁港内IoT養殖
システムの開発は2017年に青森県からの委託で開始。18
年から漁港の活用を目指す水産庁の委託で研究を続けてい
ます。19年には桐原慎二教授、久保田健准教授が中心とな
りスマホで給餌・環境監視が効率的にできるシステムを構
築しました。

養殖システム開発 2019.10.09

日本サーモンファーム株式会社と共同研究を
開始 2020.10.27

青森県産サーモン大規模養殖実証事業の産業化を目指し，
日本サーモンファーム株式会社と地域戦略研究所は共同
研究契約を令和２年１０月２６日に締結しました。

青森サーモン学食で提供 2019.07.19～

2019年には、期間限定学生応援企画「100円朝食」にて青森
サーモンが初登場し、2020年1月も「100円朝食」で提供さ
れました。2020年7月にはブランド化へ向けて学生を対象に
モニー調査を行い、2021年11月から学食で試験販売をし、ア
ンケート結果を開発にフィードバックさせています。

海面養殖全国１位 2021.11.09

経済産業省「戦略的基盤技術高度化支援事業」の支援を受け、
サーモン養殖に必須である、ふ化、中間育成及び海面生産の
3工程のうち、中間育成魚（※）の育成に関する研究に携
わっています。中間育成魚の供給不足を解消し、海面生産の
低コスト化、大規模化を実現するため、少量の水資源で高密
度に生産が可能な、日本初となる屋外循環式の「大規模中間
育成魚高密度生産システム」を研究開発しています。
※中間育成魚：海面生産に適した大きさまで育成した魚



研究を基にした新たな商品開発①

弘前市で栽培したカシスを使用した飲
料「Good Cassis 100％カシス果汁」
新発売 2019.9.20

本学と弘前倉庫株式会社（弘前市）は平成28年
度から「青森県におけるカシス産地化研究」の
研究題目で共同研究を続けてきました。その結
果、中南津軽地域でのカシス栽培を開始し、一
昨年からカシスの果実収穫が可能となりました。

健康機能性成分イヌリン含有 五所川原産
赤菊芋ドリンク 「御所の紅」 2020.10.23

本学と合同会社テン
コーファーム、地方
独立行政法人青森県
産業技術センター農
産物加工研究所によ
り五所川原産の「赤
菊芋」を使った共同
成果製品として手軽
に飲めるドリンク開
発しました。
研究の結果、赤菊芋
には健康機能性成分
のイヌリンが普通の
菊芋より多いことが
明らかになりました。



研究を基にした新たな商品開発②
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合食と弘前大学、機能性含んだドライアップル完成 2021.3.24

本学と株式会社合食により2017年から開始した共同
研究により、退色防止技術を取り入れた製法による
「紅の夢」をはじめ「ふじ」「紅玉」の青森県産りん
ご３種類のドライアップルを商品化しました。



弘大初のクラウドファンディング
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2020.01.24より開始した弘大初のクラウドファ
ンディングとなる『巡視ライト開発プロジェク
ト』

夜間病棟を巡視する際に使用するライトに対する
看護師の声を受け、「病棟での夜間巡回時に従来
の巡視ライトでは患者さまの血色等が観察し難
い」という課題を克服

○患者さまの睡眠を妨げない
○日中と同様に患者さまの観察可能な製品の実現

これらを目的に試作品の製作及び性能等評価を実
施するために企画されました。
目標金額を無事達成し、現場のニーズを第一に医
工連携による製品化を行いました。また、開発資
金の一部として株式会社青森銀行の「＜あおぎん
＞チャレンジプログラム」の奨励金を活用し、令
和３年４月２０日に発売されました。



首都圏展示会への出展

イノベーション・ジャパン2019～大学見本市＆ビジネスマッチング～

25

nano tech 2021

BioJapan2020

アグリビジネス創出フェア
2021



地域貢献活動
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中嶋実樹教諭（教育学部附属特別支援学校）が令和元年度
文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞

弘前大学教育学部附属特別支援学校では，平成28年度か
らスポーツ庁の事業を受託し，特別支援学校を活用した地
域における障害者スポーツの拠点づくりに取り組んできま
した。
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「日本都市学会特別賞（まちづくり賞）」を受賞

「日本都市学会特別賞（まちづくり賞）」を受賞
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令和３年10月23日、教育学部 北原啓司教授が携わ
る「コミュニティFMによるまち育ての継続的実践-
20年を超えるFM番組『まち育てないと』の取り組
み―」が評価され、「日本都市学会特別賞（まちづ
くり賞）※１」が授与されました。

※１ 都市研究の進歩発展に貢献する取り組みに対して授与される
もの



学生支援
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コロナ禍での学生支援策①

「１００円朝食」は過去にも実施してい
たが、令和２年６月５日より弘前大学基
金において、全国の卒業生や関係者、地
域の方、大学教職員等からお寄せいただ
いた寄附金を事業資金の一部として
「１００円夕食」を初めて実施しました。
その後、継続を求める声が多く聞かれ、
令和２年12月1日より新たにクラウド
ファンディングで支援プロジェクトをス
タートさせました。
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クラウドファンディングによる学生支援

第二弾として令和３年６月１日より
「１００円昼食弁当・夕食」プロ
ジェクトが開始され、令和3年9月
末、累計で約８万食となっており、
他大学に類を見ない取り組みとなっ
た。コロナによる影響が続く中、ア
ルバイトの減少などの改善も見込め
ないため令和３年11月８日から第
三段となるプロジェクトが始まりま
した。

また令和３年７月より、学生アン
ケート調査を実施した結果、未だコ
ロナ禍によりアルバイトに大きな影
響がでているという回答が多く、ま
だまだ厳しい状況が続いていること
が判り、学生の経済的な不安と、バ
イトによる新型コロナウイルス感染
の不安の2つの不安解消を図るため、
感染リスクが低く安心して行える学
内でのアルバイトを数多く創出し提
供する「学生アルバイト応援プロ
ジェクト」を立ち上げました。



コロナ禍での学生支援策②

弘前市内の4つの大学（弘前大学・弘前
学院大学・柴田学園大学・弘前医療福祉
大学）等で構成される「大学コンソーシ
アム学都ひろさき」では、弘前の学生と
商店の双方を支援するために、学生が
2,000円で購入できる 5,000円分の「地
域振興券」 4,000人分を各大学の負担
と弘前市の補助金とクラウドファンディ
ングによる寄附金を活用し発行すること
を令和３年８月31日に決定し、第二段
として11月に追加発行が決定されまし
た。
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様々な市町村、企業、大学による学生支援
ＪＡグループ青森より
2021.05.06
昨年度と併せて１０トン

青森県内１３市町村より
2020.11.11

青森県内１5市町村より
2021.11.10

弘前市より日用品の無料配布
2021.06.17



コロナ禍での就職支援

WEB面接用ブースを設置、貸し出しを開始
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新型コロナウイルス感染症の影響により、企業の採用状況が厳しくなるな
か、学部学生の就職率は歴代6位（昭和59年度以降）の97.9%と健闘しま
した。青森県地方紙でも取り上げられ、高水準を維持できました。

2021年11月16日からオンライン化が定着しつつある学生の就職活
動を支援することを目的に、この度「WEB面接用ブース」を設置し
ました。

これまでもWi-Fiルーターの貸出やキャリアセンター相談室を空き
時間を使って貸出すなどの対応をしていたが、オンラインでの就職
活動において、学生から「自宅のインターネット通信環境が不安定
である」、「安心して面接を受けられる静粛な環境がない」、「学
内でWEB面接を受けられる場所を貸して欲しい」などハード面への
不安を抱く相談も寄せられたことを受け個室型のブースを設置する
に至りました。

令和２年度卒業者の就職状況 歴代６位の就職率

記者発表で説明する教育推進機構キャリアセ
ンターの泉谷センター長


